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【 １２・１月の主な予定 】
１２月 1 月

４日(木) 緑中交流会 ８日(木) 始業式

８日(月) 緑中交流会 １3日(火) 給食開始

薬物乱用防止教室 １4日(水) 生徒教育相談週間(～１6金)

１９日(金) 食育「焼き芋」 １5日(木) 緑中交流会

２２日(月）給食最終

２４日(水) 終業式

２５日(木) 冬季休業 ※予告なし避難訓練も行う予定です。

1０月２６日（日）３年ぶりに厚木文化会
館にて厚木愛甲地区中学校文化連盟芸術祭
音楽科発表会が開催されました。今年は一
曲入魂！「大地」を先生方と一緒に演奏し
ました。
今年度は「迫力」さという目標を掲げ、4

月から練習に励んで来ました。曲をよりよ
いものに仕上げようと、方向性に迷った時
もありましたが、そんな時は「迫力」とい
うテーマにたち戻り、試行錯誤しながらメ
ンバー全員で曲の完成を目指しました。生
徒は、昨年練習計画を立てる役割でしたが、
今年は演出を考えるリーダーを担いました。
プロの和太鼓演奏や、過去の先輩たちの動画を参考にしながら、自分たちでアイデアを出し、話し合い
を重ねて来ました。その結果、曲の前半に様々な楽器を登場させたり、後半には楽器の持ち替えに生じ
た空白を埋めるための決めポーズを考えたりし、より音楽に彩や迫力を出すことができました。納得で
きるアイデアに至るまでに時間はかかりましたが、より「自分たちで作り上げた」という達成感を持つ
ことができました。

出番前に膝打ちをしたり、テンポの確認をしたりして
緊張のなか迎えた本番。瑞季さんにとっては初めての厚
木文化会館での演奏でした。「大きいステージで間違え
たらどうしよう。すぐわかってしまう」と本番前には不
安を口にしていました。大きなステージと広い客席を目
の当たりにすると、鼓動が速くなっていることを感じま
した。しかし、本番は集中して迎えられ、ハプニングや
ミスもありましたが、それぞれが堂々とした態度で臨ん
だことで、素晴らしい演奏をすることができました。ま
た聞いてくださった、たくさんの方から「とてもかっこ
良かった」「素晴らしかった」とお褒めいただきました。

総まとめのこのステージで、今までで一番いい演奏、納得のいく演奏
ができたことに、一つ一つの積み重ねが実った瞬間の喜びや、何とも
いえない達成感を生徒が感じてくれていることを願うばかりです。
また、他校の生徒による合唱を聴くこともできました。生徒は、感

想として、「人数が少ないのにすごく声が聞こえてすごかった。」「力強
い歌だった。」「振付もあり、聞いて見て、２つの楽しさがあった。」と
述べていました。普段合唱を体験する機会の少ない生徒ですが、少人
数でも美しい音楽を作りだすことができること、逆に大人数で力強さ

を出すことができること、美しい歌声で気持ちが伝わるとはどういうことなのかを、全身で感じること
ができた大変貴重な時間となりました。

【三年生期末試験】
先日の１１月１２日(水)に、２学期の期末試験がありました。成績に

関わる大事な試験である、という側面がありますが、資質能力を伸ばす
上では受けた後も大切だと思います。生徒はテスト後の授業でふりかえ
りを行い、次の学びに向けてのステップアップを図っています。中学生
としての定期試験は残り１つ、充実したものになるよう期待しています。

【清川幼稚園で保育実習】
10月31日（金）、３年生の家庭科の授業で保育実習に

清川幼稚園へ行きました。最初は、緊張した様子でした
が、次第に園児たちとも打ち解けていき、紙芝居や絵本
の読み聞かせを落ちついて行うことが出来ました。また、
家庭科の授業で作ったパペットを登場させると園児たち
は興味津々で、より紙芝居の方に近づいてきました。ま
た、ホールで、鬼ごっこしたりし園児たちと共に楽しむ
ことが出来ました。当日、園児のお休みがなく園児全員
と触れ合うことができて、とても有意義な保育実習を終
えることができました。帰り際には、園児たちが花道に
アーチをつくり見送りをしてくれました。

【税の作文 表彰式】
１１月１４日（金）、全国納税貯蓄組合連合会と国税庁が共催する「税についての作文」の表彰式が行

われました。宮ヶ瀬中学校からは、唯一の生徒である齋藤瑞季さんが「清川村長賞」を受賞しました。作
品名は『生存権を支える納税』です。1学期で学んだ日本国憲法に置ける基本的人権のうち、生存権に着
目した内容となっており、夏休みの課題として仕上げた作品が見
事受賞しました。
厳かな雰囲気で授与式が始まり、はじめは生徒の緊張が伝わっ

てきました。しかし、村長代理の副村長さんからの温かいお声が
けにより、賞を渡されたときには生徒の笑顔が見えました。全体
で写真撮影をしてから各々解散となりましたが、その際、立派な
ボードに掲載された作文を持ち帰っても良いことになっていたた
め、現在、昇降口入って左手の廊下に飾らせていただいています。
ぜひ、お立ち寄りの際はご覧になってみてください。


